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い る PET（ Positron Emission
Tomography、陽電子放射断層法）













































空間分解能 1ミリメートル 数ミリメートル 10ミリメートル
（特に優れている）
時間分解能 数十秒 数ミリ秒 数秒
（特に優れている）
被験者の自由度 小 小 大
（特に優れている）
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verging Technologies for Improv-
ing Human Performance（人間の
能力改善のための技術の集結）」
というレポートをまとめている。
ここでは、個人の能力改善などを
目的として、学習やコミュニケー
ションなど人間活動に関わる領域
において、ナノテクノロジー、バ
イオテクノロジー、IT、認知科学
を集結させた学際的（multidisci-
plinary）な研究開発を進める必要
性と今後の戦略を提言している。
ここで提示された領域には「脳科
学と教育」研究に関連するものも
あり、今後の米国の動向が注目さ
れる。
「脳科学と教育」研究は国際的
にも始められたばかりの新領域で
ある。この領域は多くの異分野を
架橋・融合したものであり、各分
野の連携が重要となる。特に、こ
れまでほとんど接触のなかった育
児・教育の専門家と脳科学・医学
研究者との対話は欠かせない。
研究を進める上では、脳の学習
や記憶といった高次脳機能につい
ての理解を深めるため、「脳を知
る」「脳を守る」「脳を創る」領域
研究などとの連携が必要である。
このような連携に脳機能計測法の
発達が加わることが、「脳科学と
教育」研究のブレークスルーにつ
ながると考えられることから、自
然な環境下で非侵襲的に高次脳機
能の動態イメージングができる手
法や、大脳の表面だけでなく、例
えば記憶に重要な役割を果たして
いる海馬のような脳の内部につい
ても簡便に計測できるような新た
な技術開発に向けた施策が必要で
３．「脳科学と教育」研究に関する国際的な動向
４．おわりに
第１期（1999－2002年）
以下の３つの国際フォーラムを開催
蘆幼児期における学習科学と脳研究（2000年6月、米国・ニューヨーク）
蘆青年期における学習科学と脳研究（2001年2月、スペイン・グラナダ）
蘆成人期における学習科学と脳研究（2001年4月、埼玉県和光市）
第２期（2002－2005年）
以下の３国際研究ネットワークによる試行的な研究を実施
蘆脳の発達と生涯に亘る学習（調整機関：理化学研究所脳科学総合研究センター）
蘆脳の発達と算術思考（調整機関：英国オックスフォード大学）
蘆脳の発達と読み書きの能力（調整機関：米国サックラー研究所）
（理化学研究所脳科学総合研究センター伊藤正男所長作成資料より引用）
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ある。
また、教育の問題は社会的影響
が大きく、かつ仮説の検証に時間
を要する。したがって、感受期と
学習との関係といった基礎的な研
究成果を教育へ応用する際には、
体系的な計画に基づいた大規模な
縦断的研究とそれに基づく統計解
析などを行った上で結論を出す必
要がある。
「脳科学と教育」研究は社会的
にも重要な課題である一方、他の
領域以上に倫理的配慮や社会の理
解・協力が必要である。
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